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概 要 
 

 獣医科学部は、戸山庁舎に配置され、第 1 室、第 2 室、

第 3 室の 3 室で構成される。第 1 室はブルセラ症、カプ

ノサイトファーガ感染症、動物モルビリウイルス感染症

を、第 2 室は狂犬病、ニパウイルス感染症、炭疽を、第

3 室は野兎病等に関するリファレンス業務、研究業務を

行った。また、室横断的に重症熱性血小板減少症候群

（SFTS）ウイルスのマダニ、動物での生態に関する研究

業務を遂行した。第 1 室は、ブルセラ症の血清診断法を

用いて犬の血清疫学調査を継続的に実施している。無尾

類に由来するブルセラ属菌の性状、遺伝的解析を行った。

また、ブルセラ属菌の細胞への感染機序に関する基礎的

研究を行なった。カプノサイトファーガ感染症では、患

者の発生状況調査を継続して行い、今年度には確定患者

9 名を把握し、中高年齢者が多く、基礎疾患の有無によ

らない、ネコ咬傷・掻傷による感染が海外よりも多いこ

となどが明らかになった。近年同定されたネコモルビリ

ウイルスでは、国内のネコモルビリウイルスの疫学的研

究により、国内でも当該ウイルス感染が高率に起きてい

ることが分かった。他のモルビリウイルスと血清学的交

叉しないことから、本ウイルスはモルビリウイルス属と

は別のウイルスである可能性が示唆された。第 2 室では、

狂犬病を含むラブドウイルス感染症、ニパウイルス感染

症、炭疽菌等に関する業務を行っている。半世紀にわた

って狂犬病の報告が無かった台湾で 2013 年に野生動物

での狂犬病の流行が確認された。これを受けて、国内の

狂犬病の危機管理に関わる調査等を行なった。また、台

湾・ベトナム・フィリピン・タイ等との連携構築も継続

的に行っている。狂犬病の病原性に関する膜糖タンパク

質の糖鎖修飾の意義に関する研究、マイクロニードルに

よるより有効な狂犬病ワクチンの接種法に関する研究を

行った。炭疽菌では炭疽常在地での有用な検査法として

LAMP 法を開発した。また、抗菌ペプチドやカテキンの

炭疽菌抗菌効果に関する研究を行った。ニパウイルス感

染症がフィリピンで発生した際に診断協力を行った。ま

た、偽ウイルス中和法により遅発・再発性ニパ脳炎患者

の血清診断の有用性を明らかにした。第 3 室は、野兎病

菌の血清診断法、遺伝子診断法の開発・整備等を行って

いる。野兎病菌の細胞内増殖性、病原性発現機構、病原

性などの基礎研究等を行っている。遺伝子 KO による弱

毒野兎病菌によるワクチン開発に関する研究も実施した。

これらの研究活動に対して、厚生労働省科学研究費、文

部科学省科学研究費、科学技術戦略推進費の研究費の援

助を受けた。 

 当該年度は、協力研究員 5 名 春原正隆（日本歯科大

学生命歯科学部）岡島淳梧（東京都動物愛護相談センタ

ー）葛西秀美（東京都動物愛護相談センター）蓮池陽子

（東京都動物愛護相談センター）加藤卓也（日本大学大

学院獣医学研究科獣医学専攻）、研究生 1 名 田徳雨（東

京大学大学院農学生命科学研究科博士課程）、実習生 1

名 比嘉雅彦(日本獣医生命科学大学)が入所した。また、 

研究協力者 6 名 及び研究生 1 名 濱本紀子（岐阜大学

大学院連合獣医学研究科博士課程）が退所した。 

 当部は、岐阜大学大学院連合獣医学研究科の連携大学

院講座（教授：森川茂、准教授：井上智）及び東京大学

大学院農学生命科学研究科（連携教授：森川茂）として、

当該年度は 2 名の博士課程大学院生が所属した。岐阜大

学大学院連合獣医学研究科博士課程の濱本紀子が「狂犬

病ウイルス（街上毒）が固定毒化で獲得した病原性低下

に係る N 型糖鎖の役割に関する研究」で博士号を取得し

た。 

 

業 績 
 

調査・研究 

 

I．ブルセラ症に関する研究 

 

１．ブルセラ症の疫学的調査研究 

 ブルセラ症（Brucellosis）は、1999 年 4 月 1 日施行

の感染症法で 4 類感染症として、診断した医師に届出が

義務づけられている。当室では国内症例について行政検

査対応を担当しているが、平成 26 年度には、8 例

（B.melitensis 感染 1 例、B.canis 感染 7 例）が届け出

られ、1999 年度からの累計では、32 例（B.melitensis
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または B.abortus 感染 9 例、B.canis 感染 23 例）となっ

た。前者はすべて輸入症例であり、後者はすべて国内感

染例となっている。また、B.canis 感染については無症

状病原体保有者として届け出られる例があり、平成 26

年度は 2 例が該当した。 

また、国内のイヌについて B. canis が尿中に排菌され

イヌ間での感染原因となっている可能性を検討するため、

平成 26 年度に東京都動物愛護相談センターに保護･収容

されたイヌより膀胱尿および尿道（雄）・膣（雌）スワブ

を採取し、ブルセラ菌特異的遺伝子検出を行った。その

結果、抗体陽性は 1/27 頭（3.7%）、また、尿、スワブ、

血清から B. canis 特異的遺伝子が検出されたものはいな

かった。[今岡浩一、木村昌伸、森川茂（感染研・獣医科

学部）、蓮池陽子、葛西秀美、岡島淳悟（東京都動物愛護

相談センター）] 

 

２．無尾類に由来するブルセラ属菌の分離と解析 

 平成 25 年度、無尾類より分離した 2 株（A105 株、

A141 株）が B. inopinata と近縁な新規ブルセラ属菌で

あると同定したが、平成 26 年度にも、別種の無尾類よ

りさらに 3 株（A7h 株、A9h 株、A10h 株）を分離した。

これら、分離株は、Combinatorial-PCR、16S rRNA 遺

伝子による系統解析、さらに多座遺伝子タイピング

（MLSA9、計 4,396bp）の結果、いずれも新規のブルセ

ラ属菌であったが、PCR の反応性、生化学的性状、各種

抗血清との反応性の違いから、A105 株、A141 株とは異

なることが明らかとなった。さらに、A105 株、A141 株

では、培養ヒト由来細胞（HeLa）への感染･増殖も認め

られたことから、B. inopinata 同様、ヒトへの感染リス

クを有することが明らかとなった。 

 また、分離株について、次世代シーケンサーを用いて

各々の全ゲノム情報を得た。得られた Contig について、

Gene annotation を行い、B. melitensis のゲノム配列を

対照として遺伝子地図を作成した。次に、MLSA に用い

られる 9 座の遺伝子について全遺伝子配列を決定し、他

のブルセラ属菌と比較し、ホモロジー解析と系統樹解析

を実施した。さらに得られた遺伝子情報をもとに、カエ

ル由来ブルセラ属菌遺伝子検出のための特異的 PCR 法

を開発した。[木村昌伸、奥谷晶子、鈴木道雄、朴ウンシ

ル、森川茂、今岡浩一（感染研・獣医科学部）、宇根有美

（麻布大学・病理学研究室）] 

 

３．ブルセラ属菌の感染機序に関する研究 

 B.abortus は細胞に感染すると、小胞構造（BCV）を

とり、さらに ERES において小胞体由来の膜を獲得した

のち（Repricative BCV）、その細胞内環境下で増殖する

が、小胞体由来膜の獲得機序には不明な点も多い。そこ

で、今回、HeLa 細胞に B.abortus を感染させ、小胞体

ストレス応答を検討したところ、IRE1 経路が活性化さ

れることが明らかとなった。さらに、IRE1 活性化に関

連する因子として Yip1A が同定され、両者は ERES に

おいて複合体を形成していた。一方、宿主細胞の Yip1A

の発現を抑制したところ、IRE1 の活性化も抑制され、

B.abortus の増殖も抑制された。電子顕微鏡による検討

などで、増殖する B.abortus の周辺には小胞体由来の膜

小胞が形成され、これが BCV と融合、菌の増殖の場を

構築していることが明らかとなった。また、小胞体由来

膜形成にはオートファジー関連蛋白のうち DFCP1 では

なく Atg9、WIPI1 が関与していることも明らかとなっ

た。 

[今岡浩一、宇田晶彦（感染研・獣医科学部）、片岡紀代

（感染研･感染病理部）、田口由起、中津大貴、村田昌之

（東京大学大学院･総合文化研究科）] 

 

II．カプノサイトファーガ感染症に関する研究 

1．カプノサイトファーガ感染症の調査研究 

 カプノサイトファーガ属菌はイヌやネコの口腔内に

常在するグラム陰性桿菌である。特にカプノサイトファ

ーガ・カニモルサス（Capnocytophaga canimorsus）は、

ヒトがイヌやネコに咬傷・掻傷を受けた際に傷口から感

染する。継続して実施している患者の発生状況調査では、

これまでに平成 26 年度 9 例、累計 57 例（うち死亡 15

例）の患者報告を把握し、昨年度までの傾向と同じく、

(1) 患者は中高年齢者の男性が中心である、(2) 基礎疾

患の有無によらない、(3) 国内ではネコ咬傷・掻傷を感

染原因とする割合が海外より高い、ことが確認された。 

また、C. canimorsus 感染症疑いの重症敗血症例 3 例

から C.canimorsus とは遺伝子的に異なる菌株が分離さ

れた。この新たな致死的敗血症原因菌である新規

Capnocytophaga 属菌について、全ゲノム解析を含む遺

伝子解析および生物学的解析を行い、その性状を明らか

にするとともに、特異的 PCR による鑑別診断法を開発

した。さらに、疫学的調査として東京都動物愛護相談セ

ンター引取りネコの C. canimorsus 保菌率を検討し、全

体では 41.1％、1 歳以上では 65.3%、1 歳未満では 22.2%

と、保菌率に年齢差があることを明らかにした。[鈴木道

雄、奥谷晶子、朴ウンシル、木村昌伸、森川茂、今岡浩

一（感染研・獣医科学部）、蓮池陽子、葛西秀美、岡島

淳悟（東京都動物愛護相談センター）] 

 

III．ネコモルビリウイルスの調査研究 

１．国内のネコモルビリウイルスの疫学的研究 
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 2012 年同定された新規ネコモルビリウイルス

（FmoPV）は measles virus（MV）や canine distemper 

virus（CDV）などのモルビリウイルスと最も近縁関係

にあると考えられる。MV 抗原と CDV 抗原の間には交

差性があることから、FmoPV と MV または CDV との

間の交差反応性を検討した。 

まず、FmoPV 抗体陽性ネコ血清の、CDV-N または

MV-N蛋白質発現細胞に対する反応性を蛍光抗体法（IF）

で検討したところ陰性であった。さらに、CDV 感染イ

ヌ血清でも、FmoPV-N 蛋白質発現細胞との反応性は認

められなかった。すなわち主要抗原である N 蛋白質につ

いて FmoPV は MV および CDV と交差しないことが示

された。 

国内イヌの多くは CDV に対するワクチンを接種し

CDV に対する抗体を保有している。そこで、東京都動

物愛護相談センターのイヌ血清について FmoPV-N 蛋白

質発現細胞を用いた IF により、1）抗 CDV 抗体の

FmoPV-N との交差反応性、2）FmoPV または FmoPV

と交差する近縁ウイルスがイヌに存在し、それに対する

特異抗体を保持しているか、について検討したところ、

どちらも全て陰性を示した。 

これらのことから、CDV と FmoPV は交差しないこと

および、イヌは FmoPV または FmoPV と交差する近縁

ウイルスを保持していないことが確認された。 

[朴ウンシル、今岡浩一、鈴木道雄、木村昌伸、森川茂

（感染研・獣医科学部）、蓮池陽子、葛西秀美、岡島淳

悟、丸山啓二、新井英人（東京都動物愛護相談センター）、

古谷哲也、水谷哲也（農工大）] 

 

IV. 狂犬病に関する研究 

 

1．狂犬病の危機管理に関わる調査・研究 

 平成 25 年 7 月 17 日、52 年間、狂犬病の清浄性を維持

してきた台湾で野生動物に狂犬病の流行が報告されたこ

とを受けて、平成 26 年 8 月 4 日に「国内動物を対象とし

た狂犬病検査実施要領」が取りまとめられ、各都道府県・

保健所設置市・特別区の衛生主管部（局）長宛てに国内

動物を対象とした狂犬病検査の実施について（協力依頼）

の通知（健感発 0804 第 1 号）がなされた。そこで、宮崎

大学産業動物防疫リサーチセンターと宮崎県福祉保健部

衛生管理課が共催して行った九州地区狂犬病診断研修会

を活用して、自治体で狂犬病調査を行うに必要な解剖と

検査の手技等改良と研修モデル確立を行い自治体の状況

に応じた体制整備の方法検討と課題等情報共有を可能に

した。また、台湾大学、台湾ＣＤＣ，台湾家畜衛生研究

所の狂犬病専門家と台湾で流行しているイタチアナグマ

の狂犬病について最新知見と現行の対策等について情報

共有と動物の狂犬病調査における実際について意見交換

等を行った。[井上 智、堀田明豊、野口 章、加来義浩、

奥谷晶子、森川 茂；三澤尚明、桐野由美、目堅博久（宮

崎大学産業動物防疫リサーチセンター）、喜屋武尚子（沖

縄県衛生環境研究所）、高木祐司（沖縄県動物愛護管理セ

ンター）、佐藤克（狂犬病臨床研究会）、山田健太郎（大

分大学医学部）、費昌勇（台湾大学獣医大学院）、河原正

治（東京大学大学院工学系研究科）、協力自治体（佐賀県、

長崎県、熊本県、熊本市、大分県、鹿児島県、鹿児島市、

沖縄県、山口県、福岡市、北九州市、久留米市、宮崎県、

宮崎市）] 

 

3. ベトナム国立衛生疫学研究所（National Institute of 

Health and Environments：NIHE)との狂犬病ラボラトリー

ネットワークの促進と共同研究体制の強化に関する研究 

 NIHE との狂犬病および炭疽に関するラボラトリーネ

ットワークの促進と共同研究体制の強化を行うために、

当該病原体の検査・同定法の開発、分離株の分子疫学に

関する研究を NIHE の狂犬病ラボおよび炭疽ラボと共同

して行った。狂犬病：我が国で過去に分離された国内株

を利用してリアルタイム PCR 法を新たに構築した。現在、

ベトナムで発生している狂犬病ウイルスのゲノム RNA

を利用して現地の地域ラボで可能な検出系の確立を行っ

ている。炭疽：国立感染症研究所（感染研）に保存され

ている炭疽菌株とベトナムの臨床検体から抽出された菌

体 DNA を用いて LAMP 法による遺伝子検出系の構築と

検証を行い炭疽が発生しているベトナム北部山岳地域で

の遺伝子検出が可能であることを明らかにした。[井上 

智、野口 章、奥谷晶子、森川 茂；畠山薫（東京都健康

安全研究センター）；水越文徳（栃木県保健環境センタ

ー）；Nguyen Vinh Dong, Nguyen Tuyet Thu, Ngo Chau 

Giang, Dr.Hoan Thi Thu Ha（NIHE）] 

 

4. 狂犬病ウイルスの病原性解析に関する研究 

 Kyoto 株（街上毒）と CVS-26 株（固定毒）の G 蛋白

質の細胞内発現とその局在を in vitro で比較解析して、

Kyoto 株組み換え G 蛋白質をマウス神経芽腫由来 MNA

細胞に発現させるとG蛋白質は核周囲小胞体に分布し細

胞膜に分布しないが、CVS-26 株 G 蛋白質の多くは細胞

膜に分布し、両株 G 蛋白質の N 型糖鎖付加を阻害させる

と核周囲小胞体に分布すること、また、Kyoto 株 G 蛋白

質の第 204 位アミノ酸を N 型糖鎖付加部位に置換すると

細胞膜に分布することを明らかにして、街上毒が固定毒

化の過程で獲得した細胞膜からのウイルス粒子の発芽や

宿主の免疫応答の亢進に G 蛋白質 204 位への N 型糖鎖付
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加が大きく関与しており、糖鎖付加によって小胞体等か

ら細胞膜への蛋白質輸送が可能になることが示唆された。

[濱本紀子、宇田晶彦、野口 章、加来義浩、奥谷晶子、

森川 茂、井上 智；飛梅実（感染病理部）；朴天鎬（北里

大学獣医病理学研究室）] 

 

5. マイクロニードル法(MN)による狂犬病ワクチンの開

発に関する研究 

前年度までの予備実験としてマウスを用いた皮下・皮

内接種法を行い、皮内接種法が高い抗体価を誘導するこ

とを明らかにした。今年度は、MN 法を行い、皮内接種

法よりも少量の抗原量および少ない接種回数で狂犬病の

発症予防が可能な中和抗体価をマウスに誘導することが

可能であり、接種時の疼痛軽減と合わせて、より簡便で

効果的な狂犬病ワクチンの開発が可能になると考えられ

た。 

[野口 章、井上 智、加来義浩、奥谷晶子、森川 茂；町

田一哉、徳本誠治、寺原孝明（久光製薬）；内藤誠之郎（品

質保証・管理部）] 

 

V. 炭疽菌およびその類縁菌に関する研究 

 

１．炭疽発生地域で使用可能な LAMP 法の確立に関する

研究 

 炭疽発生地域であるベトナムにおいて発生地域で検査

を行う場合、検査結果は陽性が想定されるため検査にお

いては、陰性対照へのコンタミネーションを避けつつ、

安定した検査結果を出すために必要な検査精度を保つこ

とが重要となる。そこで 4 種類あるいは 6 種類のプライ

マーセットを用いて LAMP 法を行い、確実に検査結果を

出せること、および、陰性対照あるいは陰性検体へのコ

ンタミネーションを防ぐことが可能となる 4 種類のプラ

イマーセットによる運用を推奨することとした。 

２．Anti-Microbial Peptides（AMP）および緑茶由来カテ

キンの炭疽菌抗菌効果に関する研究 

 前年度までに確認された AMP の抗菌効果を炭疽菌の

抗生剤耐性菌にも有効であるかを検証した。その結果、

高濃度においても明確な抗菌効果を得られる AMP が確

認できなかった。そこで、より高い抗菌効果が望めると

予想される候補物質として、緑茶由来カテキンを用いて

抗菌効果の検証を行ったところ、一部のカテキンにおい

ては極めて高い抗菌効果を得られることが判明した。カ

テキンの種類によっては殆ど抗菌効果が望めないものも

あることから、抗菌効果の高いカテキンの選別および抗

菌作用の機序についての検証を行っている。 

「奥谷晶子、野口章、井上智、森川茂」 

 

VI．その他のラブドウイルス及びへニパウイルスに関す

る研究 

 

1. SEAP 発現型シュードタイプ VSV を用いたニパウイル

ス中和試験法の高度化および遅発／再発性ニパ脳炎モニ

タリングへの応用可能性の検討 

 ニパウイルス（NiV）は致死率が高いうえ、治療法・

ワクチンが開発されていないことから、近縁のヘンドラ

ウイルス（HeV）とともに、国際的に BSL4 病原体に分

類されている。これまでにシュードタイプ VSV を用いた

中和試験が開発されたことにより、BSL2 における高感

度・高特異性の血清診断が可能となっている。本課題で

は、分泌型アルカリフォスファターゼ（SEAP）発現型シ

ュードタイプを用いた中和試験法の迅速性・利便性をさ

らに高めるため、超遠心処理によりシュードタイプスト

ック液から遊離の SEAP を除去することに成功した。こ

れにより、中和反応液を細胞に接種後、遊離の SEAP を

除去するための洗浄が不要となり、中和試験に伴う作業

が大幅に簡便になった。また、マラヤ大学の CT Tan 教授、

KT Wong 教授との共同研究として、本法を用いて、マレ

ーシアの 98-99 年流行時の元患者および流行地域の住民

に対する血清調査を行ったところ、過去の疫学的な背景

と整合性のある結果が得られたことから、本法の有効性

が確認された。現在、本法が遅発／再発感染のモニタリ

ングに血清検査が応用できるかについて慎重に検討して

いる。 

 [加来義浩、野口章、井上智、森川茂] 

 

2. サル免疫による抗ニパウイルス N 蛋白質 IgM 陽性血

清の作製および同感染症の血清診断法の開発 

 ニパウイルス（NiV）感染症は、1998-99 年のマレーシ

アでの初発以来、バングラデシュ、インド、フィリピン

で発生している。国内での発生報告はないが、アジア・

アフリカ各地で、自然宿主のオオコウモリから NiV 抗体

が確認されている。国際的には Biosafetly level 4 (BSL4)

病原体に指定されており、感染拡大の阻止には発症初期

の迅速診断がきわめて重要となる。国立感染症研究所で

は IgM 検出系の導入を検討してきたが、これまでに結果

の評価に必要な IgM陽性対照ヒト患者血清が確保できて

こなかった。そこで本課題では、ヒトと血清学的に強い

交差性が確認されているマカク属のカニクイザルを用い

て NiV 抗血清を作出し、ヒト患者血清の代替となる陽性

対照として利用することで、高感度・高特異性の IgM お

よび IgG 検出系の確立を目指した。バキュロウイルスベ

クターを用いて発現させた NiV-N 蛋白質を精製し、これ
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を免疫原として利用し、サルの免疫を行った。Day 0, 5, 7, 

9, 11, 13, 15 に得られた経過血清から、既存・新規の複数

の検出系で NiV-N 特異的 IgG, IgM の上昇を確認した。新

規の検査系として NiV-N 抗原固相化プレートを用いた

IgG 検出および IgM 検出 ELISA と、NiV-N 発現 HeLa 

W229 細胞を利用した IFA を構築した。得られた IgM 陽

性サル血清は、現況では確保がきわめて困難な NiV-IgM

陽性ヒト血清のかわりに、各種 IgM 検出系の陽性対照と

なることから、より高感度・高特異性の抗体検出系の構

築に活用できる。 

[加来義浩、朴ウンシル、木村昌伸、森川茂] 

 

3. 国内で分離された未分類のラブドウイルスの遺伝学

的解析 

 オオイタウイルス（OITAV）は、1972 年に大分県で採

取されたコキクガシラコウモリの血液から、乳のみマウ

スの脳内接種により分離されたもので、その後も乳のみ

マウスの脳内接種のみで継代されてきた。また、フクオ

カウイルス（FUKV）は、1982 年に福岡県で採取された

ヌカカ、コガタイエカから、その後 1986 年には広島県で

白血球減少・発熱を呈した牛から分離されている。両ウ

イルスは部分的な遺伝子解析や電子顕微鏡観察等の結果

から、ラブドウイルス科に分類されているが、属は未分

類であり、公衆衛生学的なリスクは不明である。本課題

では、両ウイルスの遺伝学的位置づけを明らかにするた

め、次世代シークエンス法を用いて、全ウイルスゲノム

RNA 配列の解析を目指した。その結果、OITAV では

11,346nt の、FUKV では 10,850nt の contig 配列が得られ

た。いずれも主なラブドウイルスと同様５つの ORF があ

り、N, P, M, G, L に相当する蛋白質をコードしていると

推測された。このうち、L 蛋白質の機能に必須と考えら

れ、ラブドウイルス間でよく保存されている Block III の

約 136 残基のアミノ酸配列を用いて、OITAV, FUKV を含

む 65 個のラブドウイルス配列の系統解析を行ったとこ

ろ、両ウイルスは多くの未分類ウイルスとともに

Dimarabdovirus-supergroup と総称されるクラスターに区

分され、互いに比較的近縁にあたることが明らかになっ

た。今後、次世代シークエンス法で同定できなかったウ

イルスゲノム 3'末端、5'末端の配列の解析を行う。[加来

義浩、野口章、奥谷晶子、井上智、森川茂] 

 

VII．野兎病に関する研究 

 

1. 日本分離野兎病菌の細胞内増殖性の相異に関する研

究 

 細胞内増殖性を有す Yama および Kato 株、ならびに細

胞内増殖性を欠く Jap、Tsuchiya および Ebina 株の野兎病

菌 5 株について、液体培地における増殖性および過酸化

水素水感受性を比較した。全 5 株は改変ミュラーヒント

ン培地にて増殖性が認められたが、Jap および Tsuchiya

株が CDM において殆ど増殖しなかった。また、0.01％

H2O2 含有 PBS にて 4 時間処理により、Jap および Ebina

株の生菌数は 9 割以下に減少した。これより CDM にお

ける増殖性と H2O2 抵抗性は野兎病菌株の細胞内増殖性

評価の指標となることが示唆された。 

[堀田明豊、宇田晶彦、藤田修、森川茂] 

 

2. カニクイザルを用いた野兎病菌ΔpdpC 株のワクチン

効果に関する検討 

 野兎病菌はヒトや動物に対して非常に高い感染性と致

死性を有する事から、生物兵器としての使用が危惧され

ている。しかし日本において、野兎病菌のワクチン株は

未だ選定されていない。そこで、マウスに対する病原性

を消失している野兎病菌 pdpC 遺伝子破壊株（ΔpdpC 株）

のワクチン有効性について検討した。半致死量の 20 万倍

（106 CFU）の野兎病菌強毒株を 2 頭のカニクイザルに接

種したところ、7および 11 日目に死亡した。一方、106 CFU

のΔpdpC 株で免疫した 2 頭のカクニイザルは同量の野

兎病菌強毒株を接種しても 3 週間の観察期間生残した。

この結果から、ΔpdpC 株はワクチンとして有効である可

能性が示唆された。 

[田徳雨、宇田晶彦、網康至、堀田明豊、朴ウンシル、永

田典代、岩田奈織子、藤田修、森川茂] 

 

VIII. 重症熱性血小板減少症候群（SFTS）に関する研究 

 

1. 日本国内における SFTS ウイルス保有マダニの分布 

 九州から北海道にかけて、27 自治体において植生マダ

ニとシカに付着しているマダニを調査した。その結果、

SFTS ウイルス保有マダニは、これまでに SFTS 患者が確

認されている自治体に加えて、SFTS 患者が報告されて

いない自治体でも確認された。なお、植生マダニでは、

数匹をプールした検体から遺伝子検出を行った結果、

6798 匹のマダニ（2839 プール）中 458 プールが陽性であ

ったことから、個体別の陽性率は 6.7〜16.1%の範囲にな

ると推定される。一方、シカ付着マダニは、マダニ 1 匹

から遺伝子を検出した結果、1001 匹中 439 匹が陽性

（43.9%）となり、後者で有意に陽性率が高かった。ウ

イルス遺伝子が検出されたマダニ種は、タカサゴキララ

マダニ、フタトゲチマダニ、キチマダニ、オオトゲチマ

ダニ、タカサゴチマダニ、ヒゲナガチマダニ等で、

Amblyomma 属、Haemophysalis 属から遺伝子が検出され
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た。 

[宇田晶彦、藤田修、木村昌伸、加来義浩、朴ウンシル、

鈴木道雄、井上智、今岡浩一、森川茂；藤田博巳（馬原

アカリ医学研究所）；高田伸弘（福井医療短期大）、新倉

綾（動物管理室）；福士秀悦、下島昌幸、吉河智城、安藤

匡子、谷秀樹、安藤秀二、西條政幸（ウイルス第 1 部）、

川端寛樹（細菌第 1 部）、澤邉京子（昆虫医科学部）；高

野愛、前田健（山口大）；柳井徳磨（岐阜大）] 

 

2. 自然界における SFTS ウイルスの維持様式の検討（続

報） 

 重症熱性血小板減少症候群(SFTS)はマダニ媒介性の

感染症である。国内の自然界における SFTSV の維持様

式は不明である。昨年に引き続き、15 府県で捕獲したニ

ホンジカ体表より採取した各種マダニから SFTSV 特異

的遺伝子の検出を行い、自然界での維持におけるニホン

ジカとマダニの役割について検討した。その結果、マダ

ニでの陽性率、特にマダニ属マダニは昨年度に比べ著し

く低くかったが、陽性のチマダニ属マダニは SFTS 患者

の発生がない府県を含む日本全土において認められた。 

[藤田修、宇田晶彦、木村昌伸、今岡浩一、森川茂（獣医

科学部），藤田博己（馬原アカリ研）] 

 

3. 国内の動物からの SFTS ウイルス抗体の検出（続報） 

 SFTSV はマダニ媒介性であり、その感染環には吸血さ

れる動物が重要な役割を果たしている。そこで昨年に引

き続き、各種動物の血清疫学を実施した。その結果、最

も広範囲に調査したニホンジカでは、青森県、岩手県、

宮城県、栃木県、群馬県、静岡県、山梨県、長野県、岐

阜県、三重県、滋賀県、京都府、兵庫県、鳥取県、島根

県の 15 自治体を調査し、全体で 18.6%が抗体陽性であっ

た。昨年度までの調査結果（2007 年からの保管血清及び

2013/2014 年狩猟期の捕獲されたニホンジカ血清）と併

せると、1）少なくとも 2007 年には抗体陽性シカが存在

し、患者発生自治体では高い抗体陽性率であること、2）

患者発生自治体ではシカの抗体陽性率は有意に高いこと、

３）患者非発生自治体でもシカの抗体陽性率がこの 2 年

間で上昇している自治体、2 年間比較的高い陽性率であ

る自治体が存在した。また、イノシシやウサギでは 2005

年には抗体陽性動物がいたことから、国内には SFTS ウ

イルスが 10 年以上前から存在していると推定される。こ

れらの結果から、野生動物やイヌでの血清疫学調査を継

続してい実施することにより、SFTS 発生リスクを評価

できると考えられる。 

 [森川茂、木村昌伸、宇田晶彦、堀田明豊、加来義浩、

朴ウンシル、鈴木道雄、野口章、井上智、今岡浩一（獣

医科学部）；福士秀悦、吉河智城、谷英樹、下島昌幸、西

條政幸（ウイルス第 1 部）；柳井徳磨（岐阜大）；前田健

（山口大学）] 

 

4. 重症熱性血小板減少症候群（SFTS）ウイルス感染の

モデルマウスの開発 

 重症熱性血小板減少症候群（SFTS）は発熱や消化器症

状を伴う致死性の高い新興感染症である。しかし、SFTS

を発症する動物モデルが無い事から、効果的なワクチン、

特異的な治療法の開発に至っていない。そこで我々は、

自然免疫が減弱している I 型インターフェロンレセプタ

ー（InfaR1）欠損マウスに着目し、SFTS 発症動物モデル

としての有効性について検討を行った。実験動物として

汎用されている C57BL/6J マウスは、10-2～106 TCID50 

の SFTS ウイルスを接種しても発症しなかった。一方で、

InfaR1 欠損マウスに 102 TCID50 以上の力価で SFTSV を

接種した場合、血小板減少と共に重症化し、10 日目まで

に死亡した。この事から、InfaR1 欠損マウスは、SFTS

発症動物モデルとして有用である可能性が示唆された。 

[宇田晶彦、河合康洋 1、朴ウンシル、鈴木忠樹２、田徳

雨、堀田明豊、藤田修、森川茂（１．動物管理室，２．

感染病理部）] 

 

5．Bhanja ウイルスに関する研究 

 重症熱性血小板減少症候群ウイルス（SFTSV）に血清

学的に交差反応を呈すとされる Forecariah および Palma

ウイルスを 6 週齢雌の家兎（日本白色種 SPF）2 匹ずつ

にそれぞれ 106TCID50/50μl、4x104.5TCID50/200μl 静脈接種

した。全個体が接種 4 週後まで症状を示さなかったこと

から、これらウイルスの家兎への病原性は極めて弱いこ

とが確認された。各ウイルスを同量再接種後、得た血清

の Forecariah ウイルスに対する IFA 抗体価は 1,280-5,120

倍、ELISA 抗体価は 25,600-204,800 倍で、SFTSV に対し

ては、それぞれ 10 倍未満、100 倍未満と、Bhanja ウイル

スに特異性が高かった。これらはダニ媒介性ウイルス研

究の発展に有用な成果となる。 

[堀田明豊、森川茂、鈴木道雄、朴ウンシル、山本美江] 

 

レファレンス業務 

 

１．衛生微生物技術協議会動物由来感染症レファレンス

センター業務（井上智、野口章、奥谷晶子、宇田晶彦、

堀田明豊、今岡浩一、森川茂） 

 平成 26 年度は、狂犬病のレファレンス機能を向上させ

るため、動物由来感染症レファレンスセンターに所属し

ている 7 カ所の地方衛生研究所（地衛研）の協力のもと
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に 17 地衛研とレファレンスネットワークを構築して、狂

犬病検査について遺伝子検査法の検証を RT-PCR ブライ

ンドテストによって行い、抗原検査の標準化を行うため

に必要となる陽性対照スライドの作製と配布を行った。

ブラインドテストでは、国立感染症研究所（感染研）か

ら陽性対照遺伝子と検体を送付して狂犬病検査マニュア

ル：第 2 版（感染研の病原体検出マニュアル）に準じた

遺伝子診断（RT-PCR）を地衛研で行い、通常使用してい

る機器・試薬等を使用した検査が可能であり、合成した

陽性対照遺伝子も配布して使用可能なことを明らかにし

た。また、本ネットワークの構築によって感染研と地衛

研の間でレファレンス機能向上に必要となる検査手技と

関連情報の共有および検討すべき課題等が明らかとなり

サーベイランスに資する機能的なラボネットワークの強

化が期待された。 

 

2. 行政検査・依頼検査等 

 今年度は以下の行政検査・依頼検査等を実施した。 

1) ブルセラ症疑い患者検体または分離株の行政検査：

８件(行) [今岡浩一、木村昌伸] 

2) カプノサイトファーガ感染症疑い患者由来菌株の依

頼検査：９件(依)[鈴木道雄、今岡浩一] 

3) 鼠咬症疑い患者検体の依頼検査：２件(依) [木村昌伸、

今岡浩一] 

4) 野兎病疑い患者検体の行政検査 3 件（高知県、千葉

県、静岡県各 1 件） [藤田修、堀田明豊] 

5) マダニ検体からの SFTS ウイルス検出の行政検査３

件（大阪府１件、新潟県 2 件）[宇田晶彦] 

6) 炭疽疑い患者由来菌株の行政検査 1 件(愛知県) [奥

谷晶子、井上智]  

7) 空港検疫所で捕獲されたコウモリの狂犬病依頼検査

３件［野口章、加来義浩、井上智］ 

8) フィリピン熱帯医学研究所からのニパウイルス依頼

検査１件［加来義浩、野口章、井上智、森川茂］ 

 

国際協力関係業務 

 

I．ベトナム協力 

1. JICA によるベトナム国立衛生疫学研究所（NIHE）能

力向上強化計画プロジェクトへの短期専門家派遣 

1) ベトナム NIHE において、炭疽発生地域にある 4 省

(Yen Bai, Ha Giang, Lai Châu, Dien Bien) のPCPMとホ

ーチミン・パスツール研究所検査担当者に対して、

炭疽菌を含む検体からのDNA抽出法および炭疽菌特

異的遺伝子解析技術の実技指導を、奥谷主任研究官

が行った。 

2) H26 年 11 月 8 日-11 月 19 日：ベトナム NIHE の狂犬病

専門家とともに、ホーチミンパスツール研究所にお

いて、ホーチミンパスツール研究所（PIHCM）、ニャ

チャンパスツール研究所（PINT）、ホーチミン市動物

衛生診断センター（AHD-HCMC）を対象とした狂犬

病の実験室検査法に係るSOP、研修マニュアル開発、

ラボラトリーネットワークの構築強化、GMT 実験室

診断の外部評価法等について研修指導を、井上第 2

室長が行った。 

 

II．台湾協力 

1. 台湾 CDC に出張（H26 年 9 月 23 日-9 月 26 日）して、

狂犬病の中和抗体測定法に関する技術支援と今後の

共同研究等の打ち合わせについて現地実験室で、井

上第 2 室長が行った。 

2. 台湾に出張（H27 年 2 月 1 日-2 月 5 日）して、台湾

ＣＤＣ・台湾大学・AHRI の狂犬病専門家とともに、

台湾で発生しているイタチアナグマの狂犬病につい

て最新の流行状況と対策の現状について情報収集、

意見交換、共同研究打ち合わせ等を、井上第 2 室長

が行った。 

 

III．タイ協力（H26 年 10 月 10 日-15 日） 

 タイ国・チェンマイ大学の狂犬病チームが進めている

狂犬病清浄化チェンマイモデルプロジェクト主催の

世界狂犬病デーカンファレンスに参加して、日本で

行われている狂犬病対策と調査・研究について発表

を行い、タイの専門家と現状等について知見共有お

よび意見交換を、井上第 2 室長が行った。 

 

研修業務 

 

1) 井上 智。狂犬病の現状と対策。平成 26 年度健康科

学研究センター研修会。2015 年 1 月 16 日、保健科

学科課、さいたま市、埼玉県。 

2) 井上 智。我が国における狂犬病対策の現状と課題。

平成 26 年度狂犬病予防及び動物愛護管理研修会。

2014 年 12 月 11 日、三重県健康福祉部食品安全課生

活衛生班、津市、三重県。 

3) 井上 智。人と動物の共通感染症としての狂犬病対

策における課題と対応策について。平成 26 年度福岡

県共通感染症対策訓練。2014 年 11 月 26 日、保健医

療介護部保健衛生課、福岡県獣医畜産会館、福岡県。 

4) 井上 智。狂犬病発生の現状と今後の課題、対策等。

平成 26 年度山口県獣医公衆衛生講習会。2014 年 11

月 30 日、山口県獣医師会、山口市小郡ふれあいセン
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ター、山口県。 

5) 井上 智。家畜動物における狂犬病：獣医師の役割。

家畜衛生講習会（獣医疫学特殊講習会）。2014 年 10

月 6 日、独立行政法人農業・食品産業技術総合研究

機構 動物衛生研究所、つくば市、茨城県。 

6) 井上 智。狂犬病の現状と日本の取組み（台湾での

狂犬病の発生を受けて）。平成 26 年度大分県狂犬病

予防研修会。2014 年 5 月 30 日、大分県生活環境部

食品安全・衛生課、大分市、大分県 

7) 井上 智。動物由来感染症。平成 25 年度 JICA 集団

研 修 「 獣 医 技 術 研 究 （ Research on Veterinary 

Technology）」。2014 年 4 月 8 日、独立行政法人農

業・食品産業技術総合研究機構 動物衛生研究所、つ

くば、茨城県 

8) 奥谷晶子。動物由来感染症。FETP16 期生初期研修。

平成 26 年 4 月 17 日、国立感染症研究所、東京。 

9) 奥谷晶子。炭疽菌について。全国テロ対策従事警察

官対象生物剤に関する基礎知識講義。平成 26 年 12

月 3 日、警察大学校、府中市、東京 

10) 森川 茂。「新興・再興感染症としての人獣共通感染

症とその対策」。厚労省獣医系技官新人研修。平成

26 年 4 月 23 日、国立感染症研究所、東京。 

 

II. その他の協力 

1. 国内の獣医系大学の学部生の学生実習 

 文部科学省「口蹄疫等家畜伝染病に対応した獣医師

育成環境の整備事業、獣医学生のための実習・インター

ンシッププログラム」を、2014 年 8 月 25 日～8 月 29

日まで感染研にて実施した。（獣医科学部、国際協力室） 

 

2. 岐阜大学大学院連合獣医学研究科・獣医学特別実験Ⅲ 

平成 26 年年 12 月 2 日～6 日に、岐阜大学大学院連合

獣医学研究科大学院博士課程学生 4 名を対象とした研

修・講義を実施した。 

 

競争的外部資金 

 

厚生労働省科学研究費補助金 

I．厚生労働科学研究費補助金［新興インフルエンザ等

新興・再興感染症研究事業（新興・再興感染症に対す

る革新的医薬品等開発推進研究事業） 

1) 「動物由来感染症の対応に関する研究」（H25-新

興-一般-008）（研究代表者：森川茂）研究分担：

井上智、宇田晶彦 

2) 「SFTS の制圧に向けた総合的研究」（H25-新興-

指定-009）（研究代表者：倉田毅）研究分担：森川

茂 

3) 「バイオテロに使用される可能性のある病原体等

の新規検出法の確立、及び細胞培養痘そうワクチ

ンの有効性、安全性に関する研究」（H26-新興行

政-指定-002）（研究代表者：倉根一郎）研究分担：

森川茂 

4) 「国内の病原体サーベイランスに資する機能的な

ラボネットワークの強化に関する研究」（H25-新

興-指定-002）（研究代表者：宮崎義継）研究分担：

森川茂 

5) 「アジアの感染症担当研究機関とのラボラトリー

ネットワークの促進と共同研究体制の強化に関す

る研究」（H26-新興実用化-一般）（研究代表者：

倉根一郎）研究分担：森川茂、井上智 

6) 「動物由来感染症に対するリスク管理手法に関す

る研究」（H24-新興-一般-006）（研究代表者：吉

川泰弘）研究分担：今岡浩一、井上智 

7) 「近隣地域からの侵入が危惧されるわが国にない

感染症の発生予防に関する研究（25180801）」（H25-

新興-一般-007）（研究代表者：苅和宏明）研究分

担：井上智、今岡浩一 

8) 「病原体及び毒素の管理システムおよび評価に関

する総括的な研究」（H24-新興-一般-013）（研究

代表者：西條政幸）研究分担：奥谷晶子 

9) 「防疫上緊急対応を要する一類感染症や新興・再

興感染症に対する予防・診断・治療法に関する研

究」（H25―新興-一般-004）（研究代表者：下島昌

幸）研究分担：森川茂、加来義浩 

10) 「バイオセキュリティの向上に資する基盤的研

究」（新興実用化一般）（研究代表者：竹内勤）

研究分担：森川茂 

 

�. 厚生労働省科学委託費 

1) 「顧みられない動物由来感染症の対策及び検査

法・治療法の確立に関する研究」（研究代表者：

森川茂）研究分担：今岡浩一、鈴木道雄、加来義

浩、宇田晶彦 

 

文部科学省 

1) 基盤研究（C）「国内で分離されるセレウス菌の網羅

的分類とゲノム解析による病原性関連遺伝子の探索 

（25460556）」（研究代表者：奥谷晶子） 

2) 基盤研究（C）「細胞内発現する人工小型抗体」封入

ナノ粒子の血中投与による狂犬病治療法の開発 

（33803500）」（研究代表者：加来義浩） 
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3) 基盤研究（C）「新種のブニヤウイルスとラブドウイ

ルスによる新興人獣共通感染症のリスク評価 

（10105400）」（研究代表者：森川茂）研究分担：加

来義浩 

4) 歯髄血管新生過程における TPO/MPL シグナル制御

機構の時空的解析（26462800）(研究代表者：春原正

隆)研究分担：森川茂 
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